
目的

一時遮蔽が発生している環境において
カメラの映像と無線機の電波強度とを

併用することで人物位置を安定に推定する手法を検討
カメラの映像
空間分解能が高い✔

遮蔽奥側の空間を認識不可✗

無線機の電波強度
空間分解能が低い✗

遮蔽奥側の空間を認識可能✔

Trade off カメラ

一時遮蔽物 送信機

受信機

電波強度

映像

実験

一時遮蔽物

牧村悠司 西山正志（鳥取大学）

一時遮蔽が生じる空間での
映像と電波強度を併用した人物位置推定の検討

1人歩行時の位置推定誤差 2人歩行時の位置推定誤差

• 映像から獲得した人物位置の移動平均の効果，および，電波強度の2値化の効果を検証するため
①適用なし，②移動平均のみ適用，③2値化のみ適用，④移動平均と2値化の組合せの適用について比較

①適用なし ②移動平均 ③ 2値化 ④組合せ

37.9±37.1 31.5±27.0 34.1±38.3 26.0±27.9
①適用なし ②移動平均 ③ 2値化 ④組合せ

66.1±40.4 64.6±41.7 69.6±40.4 68.2±41.8

移動平均と2値化の組み合わせで誤差が減少

一時遮蔽物

時刻𝑡̂𝑡の各人物の位置を
�𝒑𝒑 = 𝑥𝑥𝑥𝑡̂𝑡, 𝑦𝑦𝑦𝑡̂𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑡̂𝑡, 𝑦𝑦𝑦𝑡̂𝑡

として推定

• PPAデータセット(IS2-23で発表)において遮蔽あり時の人物位置の推定誤差[cm]を算出

2値化では分解能が足りず誤差が拡大

提案手法

元信号

R1
R2

R3

RSSI時系列信号

時間

元信号
床面座標の人物位置

時刻𝑡𝑡の人物位置
𝒑𝒑 = (𝑥𝑥𝑡𝑡, 𝑦𝑦𝑡𝑡)

時刻𝑡𝑡から𝑡𝑡 − 𝑇𝑇のRSSI

𝑹𝑹 =
𝑅𝑅𝑅𝑡𝑡−𝑇𝑇 ⋯ 𝑅𝑅𝑅𝑡𝑡
⋮ ⋱ ⋮

𝑅𝑅𝑅𝑅𝑡𝑡−𝑇𝑇 ⋯ 𝑅𝑅𝑅𝑅𝑡𝑡

遮蔽なし

回帰モデル
遮蔽あり

時刻𝑡̂𝑡から𝑡̂𝑡 − 𝑇𝑇のRSSI

�𝑹𝑹 =
𝑅𝑅𝑅𝑡̂𝑡−𝑇𝑇 ⋯ 𝑅𝑅𝑅𝑡̂𝑡
⋮ ⋱ ⋮

𝑅𝑅𝑅𝑅𝑡̂𝑡−𝑇𝑇 ⋯ 𝑅𝑅𝑅𝑅𝑡̂𝑡

時刻𝑡̂𝑡の人物位置
�𝒑𝒑 = (𝑥𝑥𝑡̂𝑡, 𝑦𝑦𝑡̂𝑡)

映像から獲得した人物位置による教師信号 電波強度(Wi-FiのRSSI)

推定

サンプリングサンプリング

• 事前に遮蔽なしの状況で取得された人物位置を教師信号とし電波強度から回帰モデルを学習

遮蔽領域の人数は画像から推定できていると仮定

学習

カメラ
(𝑥𝑥𝑡𝑡, 𝑦𝑦𝑡𝑡)

電波ホワイトノイズを除去

• 一時的な遮蔽ありの場合に現在時刻から過去時刻までの電波強度で人物位置を推定

移動平均
位置推定誤差を除去

(𝑥𝑥𝑡𝑡, 𝑦𝑦𝑡𝑡)
カメラ

2値化

R4

R1
R2

R3
R4

時間

カメラ画像 人物位置 電波強度

学習

推定

カメラ画像 人物位置 電波強度

学習

推定
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